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１ 年 生 

●第１章 正負の数 

１－１ 正負の数 

符号のついた数 Ｐ５ 

１（１）－３５０円 （２）－２００ｍ 

 （３）＋３℃ 

２（１）＋８ （２）－７ （３）＋１０ 

 （４）－４ （５）＋１ （６）－９ 

３ 

      (2)   (4)      (1)  (3) 

-3    -2   -1   0    +1   +2   +3 

 

数の大小 Ｐ５ 

４（１）－５ ＞ －６  

（２）－１．５ ＜ －０．９ ＜ －０．６ 

（３）－７ ＜ ＋５ ＜ ＋１２ 

（４）−２

３
  ＜ －０.６ ＜ 

１

２
 ＜０.７ 

５（１）４ （２）
１

３
 （３）０．６  

（４）０  

６（１）－５，５  

（２）－２，－１，０，１，２ 

（３）１，２，３，４，５ 

 

１－２ 加法と減法 

加法 Ｐ６ 

７（１）７ （２）１２ （３）１３  

（４）－９ （５）－１３ （６）－１４ 

８（１）２ （２）－３ （３）６ 

 （４）０ （５）－３ （６）－５ 

９（１）７．２ （２）－０．６  

（３）＋
１

２
 （４）－

３

２
 （５）－

５

１２
 

 

10（１）＋２ （２）－２ （３）－０．３ 

 （４）－
１１

１２
 

 

減法 Ｐ７ 

11（１）＋５ （２）＋１０ （３）－１０ 

（４）－１ （５）－５ （６）－７ 

12（１）＋４．１ （２）－５．１  

（３）－１ （４）－
７

１２
 （５）＋

３５

２４
 

 

加法と減法の混じった計算 Ｐ７ 

＜解答＞ 

13（１）－４ （２）－１３ （３）－１２ 

 （４）－１ （５）－１２ （６）－７ 

（７）－１０ （８）－０．２  

（９）− ７

１５
  （10）－

１７

４
 

 

１－３ 乗法と除法 

乗法 Ｐ８ 

14（１）２１ （２）１８ （３）３２ 

（４）１.０８ （５）
１

６
 

15（１）－８ （２）－４２ （３）－７２ 

（４）－１.４ （５）－
１

８
 

16（１）２４ （２）－８４ （３）－３６０ 

（４）－５６０ （５）
１

２
 

17（１）(－２)３  （２）（
１

２
）２ 

18（１）－１ （２）－３６ （３）２２５ 

 

除法 Ｐ９ 

19（１）４ （２）３ （３）９  
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（４）２４ （５）２４ （６）１６ 

20（１）－６ （２）－１９ （３）－１６ 

（４）０  （５）－１２ （６）－７ 

21（１）
１

１８
 （２）１２ （３）－

１

６
 

 

乗法と除法の混じった計算 Ｐ９ 

22（１）９ （２）
１５

４
 （３）－

１

６
 

（４）
９

８
 

 

四則の混じった計算 Ｐ１０ 

23（１）－１６ （２）－１７ （３）－１５ 

（４）１６  （５）－６  （６）－３５  

24（１）－２ （２）－７ 

 

数の範囲と四則 Ｐ１０ 

25 ①，②，③，⑤，⑥ 

26（１）①，③ 

（２）②２－３＝－１ 

④２÷３＝
２

３
 など 

27 ①，②，③，④，⑤，⑥ 

28（１）①，②，③ 

（２）④２÷３＝
２

３
 など 

29 

 加法 減法 乗法 除法 

自然数 ○ × ○ × 

整数 ○ ○ ○ × 

数 ○ ○ ○ ○ 

 

 

 

 

正負の数の利用 Ｐ１１ 

30  

（４人の身長の平均） 

＝165+{(+3)+(-2)+(+9)+(-4)}÷ ４  

＝165＋ ６ ÷ ４  

＝165＋ １.５  

＝ １６６.５ （㎝） 

 

31 ７６点 

70＋{(-5)+(+2)+(+16)+(+7)+(+10)}÷5 

＝70＋30÷５ 

＝76          

32 ④ 

 

●第２章 文字と式 

２－１ 文字を使った式 

文字の使用 Ｐ１２ 

33（１）(n－１６)人 （２）(a×４)㎝ 

（３）(b×１００÷４)㎝  

または (b×２５)㎝ 

 （４）(a＋７)℃    （５）(a×３)円 

  （６）(５００－a×２)円   

（７）(５×a)㎠   

（８）(５０×x＋８０×y)円 

 

文字を使った式の表し方 Ｐ１２ 

34（１）ab  （２）３ab 

（３）２(n－５)  （４）－５ax 

（５）－６ab     (６）－４a2b   

（７）
６
  （８）

３

２
 

（９）
＋８

３
 （10）－

３
    

35（１）a×b   

（２）(－２)×a×b×b 

※－２×a×b×bも可 
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（３）(－６)×a＋１ 

※－６×a＋１も可 

（４）b÷３  （５）(２×a－b)÷５ 

36（１）２(a＋b)  （２）３a＋b 

（３）５xy  （４）
５００

（cc） 

（５）
５０

（時間）  

（６）１２０x＋５０（円） 

（７）
２０

（ｇ） （８）
＋ ＋

３
（点） 

 

代入と式の値 Ｐ１３ 

37（１）３－２a 

＝３－２×(－２) 

＝７ 

（２）４a＋７ 

＝４×(－２)＋７ 

＝－１ 

（３）a２ 

＝(－２)２ 

＝４ 

（４）－８a２ 

＝－８×(－２) ×(－２) 

＝－３２ 

38（１）毎秒３３１.５ｍ 

（２）毎秒３４０.５ｍ 

３３１.５＋０.６×１５ 

＝３４０.５ 

（３）１０５２.１ｍ 

(３３１.５＋０.６×３２)×３ 

＝１０５２.１ 

 

２－２ 文字式の計算 

１次式の計算 Ｐ１４ 

39（１）８x  （２）５y  （３）x 

（４）－６y （５）x＋８  

（６）－３x＋８ 

40（１）７x＋３  （２）１０x－３ 

（３）６x＋３  （４）３x－７ 

 （５）－２x＋６ （６）－５x＋１２ 

41（１）３a＋１２b （２）－１０x－１５ 

 （３）８x＋９  （４）１０x＋２５ 

42（１）３x－１  （２）－６x＋４ 

 （３）－８x－５ 

43（１）２２x－１２ （２）２x＋３０ 

（３）４０     （４）－２４x－２ 

（５）－２x－９ 

 

文字式を使った公式 Ｐ１５ 

44（１）
２

  または 
１

２
ah  （２）ab 

（３）πr2 

 

●第３章 方程式 

３－１ 方程式 

大小関係を表す式 Ｐ１６ 

45（１）２x＋８ ＜ ２０ 

（２）５x－１２ ＞ ２x 

（３）６x＋３ ＜ ８x－９ 

（４）６a＋４b ＜ １０００ 

（５）５a ＜ ４b＋１５０ 

（６）１００ ＞ ３x 

46（１）x を３倍して８を加えた数は、１５

より小さい。 

 （２）x を５倍して１２を引いた数は、x

を３倍して６を加えた数より大きい。 

47（１）３x＋２ ≧ １０  

（２）６x－３ ≦ ４x 

（３）３(x＋４) ＜ ２０ 

（４）
３
 ≦ b 
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（５）６a＋４b＋２００ ≦ １５００ 

（６）
１

２
ah ≧ ３０ 

48 １枚 a 円のハンカチ４枚と１足５００

円のくつ下の代金の合計は、持っていっ

た金額 b 円より小さい。 

 

いろいろな方程式 Ｐ１７ 

49（１）５x＝３(x＋４) 

    ５x＝３x＋１２ 

  ５x－３x＝１２ 

２x＝１２ 

x＝６ 

（２）３(２－x)－４x＝－８ 

    ６－３x－４x＝－８ 

      －３x－４x＝－８－６ 

           －７x＝－１４ 

             x＝２ 

（３）３(x－２)＝２(３x－５)＋１ 

    ３x－６＝６x－１０＋１ 

   ３x－６x＝－１０＋１＋６ 

      －３x＝－３ 

        x＝１ 

（４）２x＋３(x＋１)＝１２ 

２x＋３x＋３＝１２ 

２x＋３x＝１２－３ 

５x＝９ 

x＝
９

５
 

（５）３x－７＝－(６x＋２)－４ 

   ３x－７＝－６x－２－４ 

   ３x＋６x＝－２－４＋７ 

      ９x＝１ 

x＝
１

９
 

50（１）－0.3x－1.2＝0.3 

  (－0.3x－1.2)×10＝0.3×10 

－３x－１２＝３ 

－３x＝３＋１２ 

－３x＝１５ 

x＝－５ 

 （２）0.8x＋1.23＝1.7x－0.77 

(0.8 x＋1.23)×100＝(1.7 x－0.77)×100 

80 x＋123＝170 x－77 

80 x－170 x＝－77－123 

－90 x＝－200 

x＝
２０

９
 

51（１）
１

２
 x－１＝

１

３
 x 

(
１

２
 x－１)×６＝

１

３
 x×６ 

３x－６＝２x 

３x－２x＝６ 

   x＝６ 

（２）３－
６
＝

１

２
－x 

(３－
６

)×６＝(
１

２
－x)×６ 

１８－x＝３－６x 

－x＋６x＝３－１８  

５x＝－１５ 

x＝－３ 

 

（３）
３ ＋１

４
－

２ ＋３

３
＝２ 

(
３ ＋１

４
－

２ ＋３

３
)×１２＝２×１２ 

３(３ ＋１)－４(２ ＋３)＝２４ 

９ ＋３－８ −１２＝２４ 

９ －８ ＝２４－３＋１２ 

＝３３ 
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（４）
２ ＋１

３
＝

２ ＋２

５
＋２ 

２ ＋１

３
×１５＝(

２ ＋２

５
＋２)×１５ 

 ５(２ ＋１)＝３(２ ＋２)＋３０ 

  １０ ＋５＝６ ＋６＋３０ 

１０ －６ ＝６＋３０－５ 

４ ＝３１ 

＝
３１

４
 

 

３－２ １次方程式の利用  

１次方程式の利用 Ｐ１８ 

52（１）１６－x 

（２）１２０x＋８０(１６－x)＝１４００ 

（３）３個 

１２０x＋８０(１６－x)＝１４００ 

１２０x＋１２８０－８０x＝１４００ 

１２０x－８０x＝１４００－１２８０ 

４０x＝１２０ 

x＝３   

（４）１３個 

１６－３＝１３  

53（１） 

x－１５０＝３(１０００－x－２５０) 

または 

x－１５０＝(１０００－x－２５０)×３ 

など 

 

（２）６００円 

x－１５０＝３(１０００－x－２５０) 

  x－１５０＝３(７５０－x) 

  x－１５０＝２２５０－３x 

     x＋３x＝２２５０＋１５０ 

        ４x＝２４００ 

x＝６００  

54（１）５x－２１（冊）  

（２）３x＋２５（冊） 

 （３）５x－２１＝３x＋２５ 

（４）２３人 

５x－２１＝３x＋２５ 

   ５x－３x＝２５＋２１ 

      ２x＝４６ 

x＝２３   

55（１）２０x－１０００（円） 

 （２）１６x＋８００（円） 

 （３）４５０円 

２０x－１０００＝１６x＋８００ 

    ２０x－１６x＝８００＋１０００ 

         ４x＝１８００ 

x＝４５０ 

（４）８０００円 

２０×４５０－１０００ 

  ＝９０００－１０００ 

  ＝８０００     

56（１）６０(x＋１０)＝８０x など 

 （２）３０分後 

６０(x＋１０)＝８０x 

    ６０x＋６００＝８０x 

    ６０x－８０x＝－６００ 

－２０x＝－６００ 

x＝３０  

57（１）
５０

＋
７０

＝７２ など 

（２）２１００ｍ 

５０
＋

７０
＝７２ 

(
５０

＋
７０

)×３５０＝７２×３５０ 

７x＋５x＝７２×３５０ 

１２x＝２５２００ 

x＝２１００   
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比と比の値 Ｐ２０ 

58（１）３：４  （２）２：３ 

 （３）７：３  （４）４：１ 

 （５）５：３  （６）３：２ 

59（１）
４

３
  （２）

１

６
 

（３）
２

３
  （４）３ 

 

比例式の性質 Ｐ２０ 

60 ３：４＝６：８で、 比の値 が等し

いから
３

４
＝

６

８
であり、この両辺に、両辺の

分母の最小公倍数 ３２ をかけると、 

３

４
× ４ ×８＝

６

８
×４×  ８   

したがって、 

３×８＝ ６ × ４  

となる。 

 

61（１）x：８＝３：１２ 

    x×１２＝８×３ 

       x＝
８×３

１２
 

x＝２ 

（２）９：５＝x：１５ 

   ５×x＝９×１５ 

     x＝
９×１５

５
 

    x＝２７ 

（３）(x＋３)：４＝２０：１６ 

   １６(x＋３)＝４×２０ 

      x＋３＝
４×２０

１６
 

     x＋３＝５ 

        x＝２ 

比例式の利用 Ｐ２０ 

62（１）用意する小麦粉を xｇとすると、 

２０：５０＝９０：x 

２０×x＝９０×５０ 

２０x＝４５００ 

x＝２２５  

（答）２２５ｇ 

（２）兄の枚数を x とすると、 
【全体】：【兄】＝【全体】：【兄】 

２４０：x＝（５＋３）：５ 

（５＋３）x＝５×２４０ 

８x＝１２００ 

x＝１５０ 

（答）１５０枚 

63 ４x＋a＝x－a に、x＝２を代入すると、 

４× ２ ＋a＝ ２ －a 

 ８ ＋a＝ ２ －a 

この a についての方程式を解くと、 

a＝ －３  

64 ３×(４－２)－３a＝－４ 

  ６－３a＝－４ 

－３a＝－４－６ 

－３a＝－１０ 

  a＝
１０

３
 

65（１）x＋６ 

（２）１０x＋(x＋６)，１１x＋６ 

（３）１０(x＋６) ＋x，１１x＋６０ 

（４）１１x＋６０＝３(１１x＋６)－２ 

（５）２８ 

１１x＋６０＝３(１１x＋６)－２ 

   １１x＋６０＝３３x＋１８－２ 

   １１x－３３x＝１８－２－６０ 

      －２２x＝－４４ 

         x＝２ 
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   １１x＋６に x＝２を代入 

   １１×２＋６＝２８ 

66（１）0.12(220x－x)＋0.05x＝18 など 

（２）１２０人 

{0.12(220－x)＋0.05 x}×100＝18×100 

     12(220－x)＋5x＝1800 

－12 x＋5x＝1800－2640 

－７x＝－840 

x＝120  

 

●第４章 比例と反比例 

４－１ 比例 

関数 Ｐ２２ 

67 ①× ②○ ③○ ④× ⑤○ ⑥○ 

68（１）いえる （２）y＝４x 

（３） 

x １ ２ ３ ４ ５ 

y ４ ８ １２ １６ ２０ 

（４）４倍する 

69（１）y＝１００x＋５００ 

（２） 

x １ ２ ３ ４ 

y 600 700 800 900 

（３）１００倍して５００を加える 

 

比例する量 Ｐ２３ 

70（１） 

x (分) ０ １ ２ ３ ４ ５ 

y (Ｌ) ０ ３ ６ ９ 12 15 

（２）２倍になる，３倍になる 

（３）y＝３x，比例するといえる 

 （４）２１Ｌ 

 （５）１０分後 

71（１）y＝４x，比例定数は４ 

 （２）y＝２x，比例定数は２ 

72（１）y＝９x  （２）８Ｌ 

73（１）y＝４x  （２）０≦y≦１６０ 

74（１）y＝２x   

（２）１＝a×３  a＝
１

３
       

（答）y＝
１

３
x 

y＝
１

３
×２１＝７ （答）y＝７ 

（３）１＝a×４  a＝
１

４
 

（答）y＝
１

４
x 

１２＝
１

４
     （答） ＝４８ 

75（１）y＝
８

２０
 x，y＝

２

５
 x 

（２）y＝
２

５
 x×３５＝１４（答）１４㎝ 

（３）２０＝
２

５
 x 

     x＝５０       （答）５０ｇ 

 

座標 Ｐ２４ 

76 Ａ(４，３)  Ｂ(－１，－３) 

  Ｃ(４，－２) Ｄ(－４，２) 

  Ｅ(－２，０) 
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比例のグラフ Ｐ２５ 

77（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 

 

 

 

 

 

 

 

78（１）y＝x  （２）y＝－２x 

 （３）y＝
１

４
 x （４）y＝−２

３  x 

 

４－２ 反比例 

反比例する量 Ｐ２６ 

79（１） 

時速 
xｋｍ 

１ ２ ３ ４ ５ 

y 時間 ３６ １８ １２ ９ 7.2 

（２）y＝
３６

  （３）いえる 

80（１）y＝
１００

，比例定数１００ 

 （２）y＝
４８

，比例定数４８ 

（３）y＝
２４０

，比例定数２４０ 

81（１）y＝
１０

 

（２）y＝
１０

０.２＝５０  （答）５０時間 

82（１）y＝
１２

 

x＝－４のとき、y＝－３ 

（２）y＝－
１２

 

x＝－４のとき、y＝３ 

（３）y＝
２０

 

x＝－４のとき、y＝－５ 
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反比例のグラフ Ｐ２７ 

83（１） 

 

 

 

 

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

84（１）y＝
４
  （２）y＝

８
 

（３）y＝－
４
  （４）y＝－

８
 

 

●第５章 平面図形 

５－１ 対称な図形 

線対称と点対称 Ｐ２８ 

85         Ａ 

 

 

  Ｂ               Ｃ 

 

 

          Ｄ 

86（１）ＡＢ // ＣＤ，ＡＣ // ＢＤ 

 （２）ＡＤ ⊥ ＢＣ 

87  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

88（１）ア，キ  （２）ウ  

（３）イ，エ，オ，カ 

Ｏ 
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円と対称 Ｐ２９ 

89（１） 

          

               

    

 

  

 

               

  

 

（２）省略 

 

90  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

91 

 

 

 

       

 

            

 

       

 

（１）ＡＣ＝ＡＤ，ＢＣ＝ＢＤ， 

ＣＰ＝ＤＰ 

（２）ＡＢ ⊥ ＣＤ 

（３）二等辺三角形 

（４）【例】２つの円の半径が同じ場合 

                など 

 

５－２ 基本の図 

作図の仕方・いろいろな作図 Ｐ３０ 

92（１） 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

  

（３） 
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（４） 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

（５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※角の２等分線上の点は、各辺から距離が

等しい点の集まりになっています。３つの

角の二等分線は１点で交わり、この点を中

心にして、三角形の内側に接する円がかけ

ます。 

 （６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作図の利用 Ｐ３１ 

93（１） 

 

 

 

 

 

  

※２つの弦の垂直二等分線の交点が、 

円の中心 

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ＡＯの長さを１辺とする△ＰＡＯ(正三

角形)をつくり、∠ＰＯＡの二等分線を引く 

 

（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※直線ＡＢ上に、点Ｐ、点Ｑをとり、 

線分ＰＱの垂直二等分線を引き、ＡＢ、ＣＤ 

との交点をＥ、Ｆとする。線分ＥＦの垂直二 

等分線を引きＥＦとの交点が中心となる。 
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（４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※対角線ＢＤの垂直二等分線を引き、辺ＡＢ、 

辺ＣＤとの交点をＰ、Ｑとし、線分ＰＱが折

り目 

 

５－３ 図形の移動  

平行移動 Ｐ３２ 

94  

 

 

 

 

 

 

 

回転移動 Ｐ３２ 

95  

 

 

 

 

 

 

96  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

97（１）え  （２）う  （３）い，か 
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●第６章 空間図形 

多面体 Ｐ３３ 

98 

 

いろいろな立体 Ｐ３３ 

99（１）三角柱，四角柱 

 （２）正三角柱，正四角柱 

 （３）正三角錐，正四角錐 

（４）正三角形 

 （５）正八面体 

100（１）四角柱，六面体 

（２）三角錐，四面体 

（３）五角柱，七面体 

（４）六角錐，七面体 

 

６－２ 立体のいろいろな見方  

直線や平面の平行と垂直 Ｐ３４ 

101（１）面ＡＥＨＤ，面ＢＦＧＣ 

  （２）面ＥＦＧＨ，面ＣＧＨＤ 

  （３）辺ＣＧ，辺ＦＧ，辺ＤＨ，辺ＥＨ 

  （４）辺ＡＥ，辺ＢＦ，辺ＣＧ，辺ＤＨ 

  （５）面ＡＢＣＤ，面ＢＦＧＣ， 

面ＥＦＧＨ，面ＡＥＨＤ 

102（１）面ＥＦＧＨ 

（２）辺ＢＦ，辺ＤＨ 

（３）辺ＢＦ，辺ＣＧ，辺ＣＤ，辺ＢＥ 

（４）辺ＣＤ，辺ＣＧ，辺ＤＨ，辺ＦＧ，

辺ＧＨ 

（５）正三角形 

 

面の動き Ｐ３４ 

103 正三角柱 

 

104 円錐 

 

 

 

 

 正四面体 正六面体 正八面体 正十二面体 正二十面体 

面の形 正三角形 正方形 正三角形 正五角形 正三角形 

頂点の数 ４ ８ ６ ２０ １２ 

辺の数 ６ １２ １２ ３０ ３０ 

１つの頂点

に集まって

いる辺の数 

３ ３ ４ ３ ５ 

１つの頂点

に集まって

いる面の数 

３ ３ ４ ３ ５ 

それぞれの正多面体の （面の数）－(辺の数)＋（頂点の数） を計算してみましょう。 
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105 立体図       平面図 

 

 

 

 

 

106（１）円柱  （２）四角錐 

  （３）球  （４）正四角柱 

107 ①，②，③ 

108（１）正三角錐  （２）三角柱 

 

立体の展開図 Ｐ３６ 

109（１）円柱  （２）三角柱 

  （３）四角錐 （見取図省略） 

110【弧の長さ】４π㎝ 

   １２×２×π×
６０

３６０
＝４π 

【面積】２４π㎝２ 

  ・１２×１２×π×
６０

３６０
＝２４π 

  ・
１

２
×４π×１２＝２４π 

111 

（１）
９

２
π㎝２ 

６×６×π×
６０

３６０
－３×３×π×

６０

３６０
 

＝６π－
２

３
π 

＝
９

２
π 

（２）８π㎝２ 

５×５×π×
１８０

３６０
－３×３×π×

１８０

３６０
 

＝
２５

２
π－

９

２
π 

＝８π 

（３）６４－１６π ㎝２ 

８×８－８×８×π×
９０

３６０
 

＝６４－１６π 

 

６－３ 立体の表面積と体積  

表面積・体積 Ｐ３７ 

112 表面積：６６π㎝２ 

体積：７２π㎝３ 

【底面積】３×３×π＝９π 

【側面積】６×π×８＝４８π 

【表面積】９π×２＋４８π＝６６π 

【体積 】９π×８＝７２π 

113 表面積：９０π㎝２ 

  体積：１００π㎝３ 

【底面積】５×５×π＝２５π 

【側面積】 

・１３×１３×π×
５

１３
＝６５π     

・
１

２
×１０π×１３＝６５π 

【表面積】２５π＋６５π＝９０π 

【体積】 
１

３
×２５π×１２＝１００π 

114 

（１）１９２π㎝２ 

  【底面積】６×６×π＝３６π 

  【側面積】１２π×１０＝１２０π 

【表面積】 

３６π×２＋１２０π＝１９２π 

（２）２４π㎝２ 

【底面積】３×３×π＝９π 

【側面積】５×５×π×
３

５
＝１５π 

【表面積】９π＋１５π＝２４π 
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115  体積：２８８㎝３ 

   表面積：３３６㎝２ 

  【底面積】
１

２
×８×６＝２４ 

【側面積】  

(６＋８＋１０)×１２＝２８８ 

【体積】２４×１２＝２８８ 

【表面積】２４×２＋２８８＝３３６ 

116（１）体積：３２０π㎝３ 

     表面積：２０８π㎝２ 

底面の半径８㎝，高さ５㎝の円柱 

   【底面積】８×８×π＝６４π      

   【側面積】８×２×π×５＝８０π 

【体積】 ６４π×５＝３２０π 

【表面積】 

６４π×２＋８０π＝２０８π 

（２）体積：２００π㎝３ 

    表面積：１３０π㎝２ 

底面の半径５㎝，高さ８㎝の円柱 

【底面積】５×５×π＝２５π 

【側面積】５×２×π×８＝８０π 

【体積】 ２５π×８＝２００π 

【表面積】 

２５π×２＋８０π＝１３０π 

 

球の体積と表面積 Ｐ３８ 

117（１）
２

３
  （２）順に、２r ，２πr３ 

（３）順に、 

２

３
 ，２πr３ ，

２

３
 ，４

３
πr３ 

（４）４πr２ 

118（１）体積：２３０４π㎝３ 

表面積：５７５π㎝２ 

   【体積】
４

３
×π×１２３＝２３０４π 

   【表面積】４×π×１２２＝５７６π 

（２）体積：
２０４８

３
π㎝３ 

表面積：２５６π㎝２ 

   【体積】
４

３
×π×８３＝

２０４８

３
π 

   【表面積】４×π×８２＝２５６π 

119（１）半球 

  （２）体積：
１０２４

３
π㎝３ 

表面積：１９２π㎝２ 

  【底面積】π×８×８＝６４π 

【側面積】 

４×π×８２×
１

２
＝１２８π 

【体積】
４

３
×π×８３×

１

２
＝

１２０４

３
π 

【表面積】 

６４π＋１２８π＝１９２π 

 

●第７章 資料の散らばりと代表値 

７－１ 資料の散らばりと代表値  

度数の分布 Ｐ３９ 

120  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

121（１）３(ｍ)  （２）１４～１７(ｍ) 

  （３）１７～２０(ｍ) 

（４）３割  (４＋２)÷２０＝０.３ 

資料をいくつかの区間に分けて整理す

ることがあり、その区間を階級という。       

また、区間の幅を階級の幅、それぞれの

階級に入っている資料の個数を、その階

級の 度数  という。 

また、資料をいくつかの階級に分け、階

級ごとにその度数を示し、分布の様子を

分かりやすくした表を度数分布表とい

う。 



16 

 

122（１） 

階級（ｃｍ） 度数（人） 

 以上  未満 
３０～３５ 

５ 

３５～４０ ５ 

４０～４５ １０ 

４５～５０ ８ 

５０～５５ ７ 

５５～６０ ４ 

６０～６５ １ 

計 ４０ 

 

（２）５(㎝)   

（３）４０～４５(ｍ)，１０(人) 

（４）３０人  ４０－(５＋５)＝３０ 

（５）７割  

   (５＋５＋１０＋８)÷４０ 

  ＝２８÷４０ 

  ＝０.７ 

123（１）２５人 

    ２＋６＋８＋５＋３＋１＝２５ 

  （２）４５～５０(㎏) 

  （３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

124（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

125 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体の度数が異なる２つの資料を比べる

には、度数の代わりに「度数の合計に対する

割合」である相対度数を用いるとよい。 

この割合は、 

（その階級の度数）÷（度数の合計） 

で求められる。 
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126 

階級（ｍ） 度数(人) 相対度数 

 以上  未満 
１１～１４ 

３ ０.１５ 

１４～１７ ５ ０.２５ 

１７～２０ ６ ０.３ 

２０～２３ ４ ０.２ 

２３～２６ ２ ０.１ 

計 ２０ １．００ 

 

 

127 

階級（ｃｍ） 度数(人) 相対度数 

 以上  未満 
３０～３５ 

５ ０.１２５ 

３５～４０ ５ ０.１２５ 

４０～４５ １０ ０.２５ 

４５～５０ ８ ０.２ 

５０～５５ ７ ０.１７５ 

５５～６０ ４ ０.１ 

６０～６５ １ ０.０２５ 

計 ４０ １．００ 

 

128（１）範囲  （２）代表値 

  （３）平均値  （４）メジアン 

   （５）モード 

129（１）１０.２秒  （２）６.９秒 

  （３）１０.２－６.９＝３.３ 

  （４）１０.４－６.８＝３.６ 

   

 

 

 

（５） 

 

 

 

（６） 

 平均値 メジアン モード 

１年 

 １組 
８.59 8.65 9.75 

１年 

 ２組 
8.48 8.5 9.25 

 

 【メジアン１組】
８.５＋８.８

２
＝８.６５ 

【メジアン２組】
８.４＋８.６

２
＝８.５ 

【モード１組】
９.５＋１０.０

２
＝９.７５ 

【モード２組】
９.０＋９.５

２
＝９.２５ 

階級（ｃｍ） 

１年１組 

度数

（人） 

１年２組 

度数

（人） 

以上  未満 
6.5 ～ 7.0 

１ ２ 

 7.0 ～ 7.5 ３ ２ 

 7.5 ～ 8.0 ２ ３ 

 8.0 ～ 8.5 ３ ３ 

 8.5 ～ 9.0 ２ ２ 

 9.0 ～ 9.5 ３ ５ 

 9.5 ～10.0 ４ １ 

10.0 ～10.5 ２ ２ 

計 ２０ ２０ 
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７－２ 近似値と有効数字 

近似値 Ｐ４２ 

131（１）４.５≦a＜５.５ 

（２）４.０×５.５＝２２.０ 

b＝２２０ 

（３）２０×４.５＝９０ 

c＝８９ 

 

有効数字 Ｐ４２ 

132 １，２，５ 

133（１）５.３２×１０３ 

（２）８.４０×１０６ 

（３）５.２７×１０２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


